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共有サイトの利用者数は 2019 年 6 月に 7.59 億人となり，インターネット利用者全体に占
める割合は 2015 年の 69.1％から 88.8％に上昇した[1,2]．動画利用サイトの普及により，テ
レビ受像機以外を用いた自分の時間に合わせた番組の視聴が増加している[3]．また，ソー
シャル・ネットワーキング・サービス（SNS）の普及もテレビ番組の視聴行動に影響を与
えている．中国では，インスタントメッセージングサービスの利用者数は 2015 年には 5.87





“個別視聴”が増加していった．2000 年には，テレビを 2 台以上所有する世帯は 71％，3 台
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る回答者のみを対象としたので，有効回答数は 208 人（男性 70 人，女性 144 人）である．
回答者の年齢構成を表 1 に示す．回答者の主たる出身地は中国の広州と深センである． 






























のクラスターに分類することができた．第 1 クラスターは全体の 18％，第 2 クラスターは
23％，第 3 クラスターは 32％，第 4 クラスターは 28％を占めている．図 1 はクラスター分
析の結果を示したものである． 
 












自己基準 テレビ局・番組への信頼感 他者基準 





10代 21 7 
20代 134 4 
30代 16 1 
40代 16 2 
50代以上 21 1 
 

















































表 2 分散分析の結果(中国) 
心理尺度(下位尺度) 分散分析の結果 有意確率 
仲間への同調 F(3,207)=30.754 0.000 
自己犠牲 F(3,207)=25.775 0.000 
自己演出 F(3,207)=22.082 0.000 
自己開示 F(3,207)=16.647 0.000 
自己客観視 F(3,207)=15.115 0.000 
所属感の獲得 F(3,207)=18.177 0.000 
対人関係の拡張 F(3,207)=19.108 0.000 
攻撃行動 F(3,207)=25.717 0.000 
 





















 日本の調査で，回収した質問票は 139 件であったが，複数メディアを同時利用する回答

















い視聴者の間に 1 日のテレビ受像機の利用時間に差は見られないことが分かった．  
日本における複数メディアを同時利用する視聴者の視聴行動の特徴を明らかにするため，






10 代 61 16 
20 代 31 16 
30 代 9 5 
40 代 12 5 
50代以上 26 15 
 










階層クラスター分析(平方ユークリッド距離，Ward 法)を行った．図 3 はクラスター分析の
結果を示したものである．各クラスターの構成数は，第 1 クラスターは全体の 40％，第 2



















































































表 4 分散分析の結果（日本） 
心理尺度(下位尺度) 分散分析の結果 有意確率 
仲間への同調 F(2,9)=7.697 0.001 
自己演出 F(2,79)=3.443 0.037 
攻撃行動 F(2,79)=8.321 0.001 
 
























表 5 中日の各因子を構成する設問の比較 
自己基準 
中国   16 18 19 20 21 23 24 25 26 27 36 37 38 40 41 42   
日本 12 13 16 18 19                
テレビ局
番組重視 
中国 15 30 31 32 33 34 35              
日本   31  33 34               
他者基準 
中国 11 12 13 14 17  22      28 29       
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